
面

蕊

鍵鍵鍵鍵 梅
雨
晴
れ
の
一
Ⅱ
、
聞
地
協
同
組
合
神
戸
木
工
セ
ン
タ
ー
（
理
事
長
永
田
良
一
郎
）
を
訪
れ
た
。
国
鉄
垂
水
駅
下
車
。
関
電
前
か

ら
バ
ス
に
乗
る
こ
と
一
十
分
。
終
点
の
木
工
セ
ン
タ
ー
前
で
降
り
る
と
、
広
々
と
し
た
敷
地
（
五
丘
、
一
一
一
三
平
方
米
）
に
匝
場
群

が
建
ち
並
ん
で
い
る
。
入
口
の
左
手
に
組
合
共
同
事
務
所
（
事
務
局
長
藤
川
久
弥
）
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
高
等
訓
練
校
も
あ
る
。

〈
概
要
〉
神
戸
市
内
の
木
工
業
者
が
集
っ
て
、
昭
和
四
十
年
に
設
立
さ
れ
た
迦
産
省
、
兵
庫
県
の
助
成
指
定
団
地
。
呪
在
、
組
合
員

企
業
は
三
十
四
、
従
業
員
は
七
百
。
業
種
は
木
工
家
具
、
室
内
装
飾
、
船
舶
水
職
装
で
、
家
具
木
工
が
半
数
、
他
に
取
付
家
具
造
作

工
事
、
製
材
板
類
、
木
工
機
械
販
売
修
理
、
ガ
ラ
ス
鏡
加
Ｔ
販
売
、
塗
装
、
椅
子
帳
と
幅
広
く
、
総
て
中
小
企
業
で
あ
る
。
総
班
業

費
は
約
六
億
円
。
特
企
業
の
工
場
の
他
に
、
共
同
の
資
材
倉
庫
や
木
材
乾
燥
場
、
グ
ラ
ン
ド
、
従
業
員
の
住
宅
（
鉄
筋
五
階
雌
八
卜

戸
）
な
ど
が
敷
地
に
あ
る
。
だ
な
共
同
事
業
と
し
て
は
、
㈲
生
産
販
売
関
係
（
木
材
乾
燥
、
倉
庫
、
共
同
受
注
）
、
口
公
害
防
止
関
係

（
大
気
汚
染
・
集
塵
・
悪
臭
・
騒
音
・
火
災
の
防
止
）
、
日
労
務
、
脇
祉
関
係
（
初
任
給
統
一
な
ど
の
他
、
組
合
内
で
の
野
球
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、
運
動
会
な
ど
の
各
種
の
催
し
）
が
あ
る
。
ま
た
、
来
年
よ
り
三
カ
年
計
画
で
、
Ｈ
倉
庫
の
拡
充
、
口
保

育
所
の
建
設
、
日
共
同
受
電
、
画
工
場
の
拡
充
、
国
共
同
食
堂
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
働
く
の
は
、
手
づ
く
り
の
〃
神
・
川
家

具
″
の
伝
統
を
今
日
か
ら
明
日
へ
担
う
意
気
に
燃
え
る
人
々
ば
か
り
。
い
わ
ば
、
こ
こ
は
〃
神
戸
家
具
〃
の
ふ
る
さ
と
な
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、
組
合
員
企
業
の
な
か
に
、
そ
の
優
秀
な
技
術
が
認
め
ら
れ
て
労
働
大
臣
賞
が
受
与
さ
れ
た
三
人
の
名
匠
が
い
る
。
い

ず
れ
も
こ
の
道
且
十
年
に
な
ろ
う
と
い
う
大
ベ
テ
ラ
ン
。
次
に
簡
単
に
紹
介
し
て
み
る
。

く
木
工
セ
ン
タ
ー
正
面
ぐ
高
等
訓
練
枝
が
置
か
れ
て
い
る
事
務
局
剣
広
々
と
し
た
工
場
群
剣
昼
下
が
り
の
工
場
群
ぐ
工
場
の
裏
に
あ
る
グ
ラ
ン
ド

霞

繍識蕊織議鐸鑑

．
蕊

鴬
課

団
地
協
同
組
合
神
戸
木
工
セ
ン
タ
ー

垂
水
区
多
聞
町
小
束
山
九
七
五
の
一
一
一
流
曇
じ
Ｏ
Ｌ
ハ
ー
バ
○

特
集
神
戸
の
家
具
②
神
戸
木
工
セ
ン
タ
ー

神
戸
の
家
具
の
ふ
る
さ
と

ｒ
ｄ
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燃
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し
岡
部
静
男
さ
ん
と
工
場
で
の
椅
子
製
造
作
業
ト
淡
路
年
春
さ
ん
と
工
場
で
の
椅
子
張
り
作
業

〈
名
工
ミ
ニ
列
伝
〉

土
屋
順
道
（
土
屋
塗
装
工
芸
社
）
昭
和
阿
十
伍
年
に
塗
装
で
労
働
大
臣
賞
を
受
与
さ
れ
る
。
大
正
十
五
年
以
来
、
塗
装
一
筋
に
生

き
て
き
た
。
昭
和
十
三
年
に
独
立
。
応
接
セ
ッ
ト
、
婚
礼
家
具
、
室
内
塗
装
な
ど
木
工
塗
装
全
般
を
扱
い
、
ぼ
か
し
塗
装
を
手
掛
け

る
。
土
屋
さ
ん
が
求
め
る
の
は
木
の
底
か
ら
川
て
く
る
味
。
家
具
の
精
神
、
美
し
さ
。
そ
れ
は
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
決
し
て

得
ら
れ
た
い
。
自
分
の
手
で
最
初
か
ら
最
後
ま
で
つ
く
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
る
。
仕
事
に
か
か
る
と
き
、
常
に
こ
れ
が
初
め
て
や

る
仕
事
だ
と
自
分
に
い
い
き
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
と
の
な
れ
合
い
を
さ
け
る
と
語
る
。
そ
こ
に
職
人
と
し
て
の
厳
し
さ
が

あ
る
。
難
し
い
仕
事
ほ
ど
職
人
と
し
て
の
生
き
が
い
が
あ
り
、
速
く
ス
ム
ー
ス
に
こ
と
が
運
ぶ
と
い
う
こ
と
だ
。
金
日
成
筒
相
の
六
十

歳
の
誕
生
日
に
朝
鮮
総
連
兵
庫
県
述
の
要
請
で
応
接
セ
ッ
ト
を
州
っ
た
。
土
屋
さ
ん
は
今
六
十
歳
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
と
語
る
。

岡
部
静
男
（
岡
部
製
作
所
）
昭
和
Ⅳ
十
七
年
に
椅
子
の
木
地
で
労
働
大
臣
賞
を
受
与
さ
れ
る
。
大
正
十
二
年
に
こ
の
道
に
入
り
昭
和

十
二
年
に
独
立
。
椅
子
製
作
で
最
も
難
し
い
の
は
型
を
つ
く
る
こ
と
だ
。
、
分
の
１
の
設
計
図
を
現
寸
に
直
す
と
こ
ろ
か
ら
作
業
が

始
ま
る
。
角
度
、
掛
け
心
地
、
強
度
を
考
慮
し
た
〃
加
減
″
が
要
求
さ
れ
る
。
カ
ン
に
頼
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
さ
り
げ
な
く
い
う
と

こ
ろ
に
こ
の
道
五
十
年
の
重
み
を
感
じ
る
。
「
家
具
だ
け
は
い
い
も
の
を
作
っ
て
、
孫
末
代
ま
で
使
う
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
ね
。

私
は
一
代
で
つ
ぶ
れ
る
よ
う
な
椅
子
は
絶
対
に
作
り
ま
せ
ん
ね
」
。
何
度
で
も
張
り
替
え
の
で
き
る
椅
子
し
か
つ
く
ら
な
い
と
い
う
。

そ
こ
に
岡
部
さ
ん
の
自
負
が
伺
え
る
。
「
ひ
と
り
で
ど
ん
な
も
の
で
も
こ
な
す
こ
と
。
そ
れ
が
本
野
の
職
人
だ
。
一
つ
の
こ
と
し
か

で
き
な
い
の
は
た
だ
の
職
工
だ
」
と
、
藩
い
人
に
対
す
る
岡
部
さ
ん
の
態
度
は
常
に
厳
し
い
。

淡
路
年
春
（
淡
路
年
春
製
作
所
）
昭
和
四
十
七
年
に
椅
子
張
り
で
労
働
大
臣
賞
を
受
与
さ
れ
る
。
大
正
十
五
年
、
東
京
で
徒
弟
と
し

て
椅
子
張
り
加
工
を
始
め
、
昭
和
十
一
年
、
神
戸
で
独
立
。
東
京
で
の
修
業
時
代
に
は
、
国
会
議
事
堂
や
各
国
大
使
館
の
椅
子
張
り

を
や
っ
た
が
、
そ
れ
が
い
い
勉
強
に
な
っ
た
。
神
戸
で
は
最
初
船
舶
の
シ
ー
ト
を
手
掛
け
、
戦
後
直
ぐ
に
は
タ
イ
国
へ
賠
償
と
し
て

贈
る
汽
車
の
シ
ー
ト
も
手
掛
け
た
。
昭
和
・
一
十
・
一
年
、
天
皇
の
玉
津
寮
行
幸
の
と
き
に
は
便
殿
用
の
椅
子
を
製
作
寄
贈
し
た
。
そ
の

と
き
の
兵
庫
県
民
生
部
か
ら
の
感
謝
状
が
淡
路
さ
ん
の
誇
り
の
一
つ
だ
。
椅
子
張
り
で
一
番
難
し
い
の
は
ス
プ
リ
ン
グ
の
配
置
と
組

立
。
設
計
に
基
づ
き
、
注
文
し
た
人
の
好
み
を
加
味
し
、
そ
の
人
の
体
重
に
合
っ
た
柔
ら
か
さ
と
座
り
心
地
の
よ
さ
を
カ
ン
で
計
算

し
て
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
こ
に
名
工
と
い
わ
れ
る
淡
路
さ
ん
の
面
目
が
あ
る
の
だ
。

伝
土
屋
順
道
さ
ん
と
工
場
で
の
塗
装
作
業

’
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雛
区
反
田
町
五
ｒ
Ｈ
・
一
の
二
雪
八
五
一
’
三
一
九
一
（
代
）

入
船
株
式
会
社

第
二
次
大
戦
後
の
昭
和
翠
年
、
戦
災
で
被
害
を
う
け
た
家
屋
の
た
め
に
営
繕
の
大
工
を
中
心
に
家
具
づ
く
り
を
は
じ
め
た
の
が
妓

初
で
、
そ
の
頃
は
別
注
家
具
の
設
計
、
製
作
が
主
力
だ
っ
た
。
し
か
し
皿
年
程
前
か
ら
既
製
家
具
が
普
及
し
は
じ
め
た
の
で
、
家
具

造
り
も
最
初
か
ら
住
宅
の
設
計
に
お
り
こ
ま
れ
た
ビ
ル
ト
イ
ン
・
フ
ァ
ー
ニ
チ
ャ
ー
（
つ
く
り
つ
け
家
具
）
が
多
く
な
り
、
イ
リ
フ

ネ
の
仕
事
も
住
宅
、
事
務
所
、
店
舗
な
ど
の
ト
ー
タ
ル
イ
ン
テ
リ
ア
に
力
が
そ
そ
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

現
在
は
商
業
空
間
、
住
居
空
間
、
職
場
空
間
の
創
造
に
総
合
的
に
と
り
く
ん
で
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
飲
食
店
、
物
品
販
売
店
、
レ

ジ
ャ
ー
関
係
施
設
、
学
校
、
銀
行
、
一
般
の
オ
フ
ィ
ス
、
医
撫
施
設
、
さ
ら
に
教
会
の
イ
ン
テ
リ
ア
ま
で
手
が
け
る
と
い
う
ふ
う
に

仕
事
の
幅
は
大
変
広
い
。
し
か
し
主
力
は
店
舗
づ
く
り
で
地
域
と
し
て
は
京
阪
神
が
多
い
が
、
西
播
、
滋
賀
、
和
歌
山
方
面
、
さ
ら

に
名
古
屋
や
関
東
地
方
に
も
仕
事
を
ひ
ろ
げ
、
二
年
前
に
来
京
に
出
張
所
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
。
設
計
か
ら
施
工
ま
で
の
す
べ
て

の
プ
ロ
セ
ス
に
イ
リ
フ
ネ
の
創
造
力
を
結
集
し
て
全
力
を
投
球
す
る
。

「
一
つ
一
つ
の
作
品
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
や
苦
労
が
あ
り
ま
す
ね
。
幸
い
、
今
ま
で
は
ど
な
た
に
も
非
常
に
喜
こ
ん
で
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
」
と
社
長
の
小
泉
進
吉
さ
ん
。
こ
の
夏
か
ら
は
各
メ
ー
カ
ー
の
現
物
を
集
め
た
「
サ
ン
プ
ル
シ
ョ
ー
ル
Ｉ
ム
」
を
つ
く

り
、
店
づ
く
り
を
し
た
い
人
た
ち
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ
る
と
い
う
。

ｑ
イ
リ
フ
ネ
の
社
屋
外
観
く
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
展
示
さ
れ
た
美
し
い
家
具
卦
機
機
と
手
作
業
に
よ
る
家
具
づ
く
り

4８

饗

四

特
集
神
戸
の
家
具
③
手
づ
く
り
家
具
と
出
会
え
る
店

創
造
に
全
力
投
球
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特
集
神
戸
の
家
具
③
手
づ
く
り
家
具
と
出
会
え
る
店

ｑ
豪
華
な
応
接
セ
ッ
ト
が
い
く
つ
も

三
宮
に
あ
る
神
戸
家
具
の
ビ
ル
、
八
階
ま
で
、
の
べ
二
六
四
○
㎡
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
カ
ー
テ
ン
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
イ
ン
テ
リ

ア
の
小
物
か
ら
応
接
セ
ッ
ト
ま
で
、
住
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
商
品
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
量
と
種
類
が
す
ご
い
。
見
て
回
る
だ
け

で
楽
し
い
か
ら
と
、
わ
ざ
わ
ざ
出
向
い
て
半
円
か
け
て
こ
の
ピ
ル
を
昇
っ
た
女
性
も
い
た
と
か
。
さ
ま
ざ
ま
の
家
具
は
マ
イ
ホ
ー
ム

の
甘
い
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
く
れ
る
。

洋
家
具
専
門
店
が
多
い
神
戸
で
、
比
較
的
新
し
い
神
戸
家
具
は
洋
家
具
だ
け
で
な
く
和
家
具
、
そ
れ
も
最
近
売
る
の
が
難
し
い
と

い
わ
れ
る
純
然
た
る
和
家
具
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
高
級
家
具
を
お
も
に
、
舶
来
家
具
も
一
般
的
な
実
用
家
具
も
揃
え
る
こ
の
店
、

人
間
の
生
活
を
大
切
に
考
え
、
イ
ン
テ
リ
ア
を
楽
し
め
る
も
の
と
し
て
の
家
具
を
追
求
し
て
き
た
。
両
洋
化
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
す
る

孫
ら
し
に
対
応
し
、
今
は
マ
ン
シ
ョ
ン
住
い
、
剛
地
生
活
の
た
め
の
ユ
ニ
ッ
ト
家
具
を
開
発
し
て
い
る
。
婚
礼
家
具
が
主
力
で
あ
る

が
、
値
う
ち
の
あ
る
、
い
い
も
の
を
売
り
た
い
と
考
え
て
き
た
。
そ
れ
に
し
て
も
家
具
の
高
い
こ
と
／
，
「
い
や
、
家
具
は
一
生
の
も

の
だ
か
ら
、
着
る
も
の
や
車
の
こ
と
を
考
え
る
と
ち
っ
と
も
高
く
な
い
で
し
ょ
う
。
実
際
安
い
く
ら
い
の
も
の
で
す
よ
」

そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
な
。
結
婚
す
る
と
き
神
戸
家
具
で
婚
礼
家
具
を
揃
え
た
人
が
、
何
年
か
た
っ
て
子
供

の
た
め
の
二
段
ベ
ッ
ド
を
買
い
に
み
え
た
り
、
店
に
も
母
娘
連
れ
だ
っ
て
品
物
を
選
ぶ
姿
が
目
に
つ
く
、
そ
ん
な
店
で
あ
る
。

ｑ
「
私
た
ち
が
お
客
様
の
ご
相
談
を
承
り
ま
す
」
ぐ
八
階
ま
で
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
（
国
際
会
館
南
・
神
戸
家
具
全
景
）

母
娘
つ
れ
そ
っ
て
品
定
め

神
戸
家
具
葺
合
区
磯
上
通
八
’
九
趣
二
五
一
ｌ
ｏ
七
二
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伝
統
の
パ
イ
オ
ー
ー
ア
精
神

轄惑 霞
2 唖亭電弼認震踊産齢

明
治
八
年
創
業
、
神
戸
開
港
当
時
か
ら
市
内
に
住
み
つ
い
た
西
洋
人
の
為
の
家
具
を
造
り
始
め
た
真
木
製
作
所
が
、
現
在
の
不
二

屋
の
前
身
で
あ
る
。
以
来
、
得
意
客
に
は
英
国
人
が
多
く
、
重
厚
な
中
に
も
優
雅
な
味
わ
い
を
持
つ
英
国
調
「
ス
タ
イ
ル
家
具
」
の

伝
統
は
、
今
も
不
二
屋
の
製
品
を
代
表
す
る
手
造
り
高
級
家
具
に
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
一
世
紀
に
も
な
る
不
二
屋
の
歴

史
は
、
時
代
の
遷
移
と
と
も
に
段
階
的
に
発
展
す
る
が
、
ま
だ
Ⅱ
本
の
鎖
国
時
代
、
瀬
戸
内
海
の
塩
飽
諸
島
で
募
府
か
ら
御
朱
印
貿

易
の
許
可
を
得
、
自
ら
船
造
り
も
し
な
が
ら
海
外
へ
雄
飛
し
て
い
っ
た
、
そ
の
祖
先
の
進
取
の
気
性
と
木
工
技
術
が
現
在
ま
で
生
き

続
け
て
い
る
。
以
来
阪
神
間
の
外
人
、
富
豪
を
得
意
先
と
す
る
別
注
家
具
専
間
店
と
し
て
戦
後
ま
で
、
こ
れ
が
不
二
屋
の
基
礎
の
時

代
で
あ
る
。
昭
和
三
三
年
、
第
一
Ⅱ
全
岡
優
良
家
具
展
で
通
商
産
業
大
臣
賞
受
賞
、
吉
田
友
一
前
社
長
が
神
戸
市
の
嘱
託
と
し
て
ア

メ
リ
カ
で
創
作
家
具
を
展
示
ワ
シ
ン
ト
ン
芸
術
家
協
会
賞
を
受
賞
、
こ
の
頃
か
ら
神
戸
の
洋
家
具
の
伝
統
あ
る
技
術
と
デ
ザ
イ
ン

を
、
全
国
に
も
海
外
に
も
知
っ
て
も
ら
お
う
と
広
く
市
場
の
開
拓
を
始
め
る
。
四
じ
年
本
格
的
総
合
的
な
イ
ン
テ
リ
ア
・
サ
ロ
ン

「
メ
ー
プ
ル
不
二
屋
」
を
大
阪
、
梅
田
に
設
置
、
今
年
秋
に
は
東
京
の
最
高
級
イ
ン
テ
リ
ア
・
シ
ョ
ッ
プ
「
サ
ァ
ラ
麻
布
」
に
進
出

と
、
売
場
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
る
。
手
造
り
家
具
の
い
い
職
人
さ
ん
を
育
て
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
不
二
屋
だ
が
、
手
間
ひ
ま

椎
わ
ず
昔
な
が
ら
の
伝
統
を
守
る
た
め
に
も
、
同
時
に
量
産
企
間
肺
の
分
野
で
そ
の
技
術
を
生
し
た
事
業
を
す
る
と
い
う
積
極
さ
が

こ
の
店
の
強
さ
で
あ
ろ
う
。

①
木
エ
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
エ
場
②
ト
ア
ロ
ー
ド
の
不
二
屋
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
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区
三
宮
町
一
一
・
’
五
雪
三
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一
’
○
五
三
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鳶蕊
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集
神
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家
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③
手
づ
く
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不
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船
舶
装
飾
の
腕
が
生
き
る

戦
時
中
に
独
立
開
業
し
、
初
め
は
船
舶
装
備
を
主
体
と
し
た
店
で
あ
り
、
ま
た
需
要
に
応
じ
て
生
活
必
需
品
的
な
家
具
を
作
っ
て

き
た
。
現
在
は
デ
パ
ー
ト
や
銀
行
の
店
内
装
飾
の
設
計
施
工
を
中
心
と
し
、
船
舶
装
飾
の
腕
を
生
か
し
て
モ
ダ
ン
な
イ
ン
テ
リ
ア
・

デ
コ
レ
ー
ト
が
な
さ
れ
て
い
る
。
建
築
士
の
資
格
を
持
つ
営
業
マ
ン
た
ち
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
か
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
空
気
に
触
れ

何
か
を
つ
か
ん
で
神
戸
に
帰
っ
て
く
る
。
彼
ら
の
生
み
だ
す
家
具
に
ク
ラ
シ
カ
ル
な
持
ち
味
の
中
に
モ
ダ
ン
で
ア
ヵ
ぬ
け
た
セ
ン
ス

が
た
だ
よ
う
の
も
当
然
の
こ
と
だ
。
三
宮
町
二
丁
目
の
店
に
は
、
輸
入
西
欧
家
具
を
は
じ
め
、
葺
合
区
の
工
作
部
で
作
ら
れ
た
手
作

り
の
家
具
が
な
ら
べ
ら
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
気
品
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
専
務
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
写
し
た
カ
ラ
ー
風
景
写
真
も
店
内
に

飾
ら
れ
て
い
る
が
、
写
真
家
顔
ま
け
の
素
晴
し
い
も
の
で
あ
る
。

、
っ
一
つ
手
作
り
の
家
具
だ
け
に
手
の
入
れ
よ
う
は
き
り
が
た
く
、
ま
た
、
職
人
さ
ん
の
謙
虚
な
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
か
ら
新
鮮

な
家
具
が
生
ま
れ
て
く
る
。
「
こ
の
仕
事
が
好
き
で
や
っ
て
い
る
人
ば
か
り
で
、
家
具
作
り
と
い
う
も
の
は
、
常
に
新
し
い
仕
事
で
あ

る
の
で
最
高
の
も
の
を
追
求
し
て
い
く
と
い
う
態
度
で
や
っ
て
お
り
、
こ
の
ご
ろ
は
や
り
の
人
間
疎
外
な
ん
て
全
く
関
係
あ
り
ま
せ

ん
ね
」
と
の
副
社
長
島
さ
ん
の
こ
と
ば
。
な
る
ほ
ど
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
責
任
あ
る
家
具
が
生
み
だ
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。

｜
一
一
宮
町
の
店
舗
図
面
を
か
く
工
作
部
の
山
本
さ
ん
工
作
部
の
職
人
さ
ん

一＝弓ｱ ョ

螺
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ﾉヅ

富
屋
の
歴
史
は
大
正
十
二
年
、
ト
ァ
ロ
ー
ド
に
店
開
き
し
た
大
石
良
蔵
商
店
に
始
ま
る
が
、
良
蔵
さ
ん
自
身
、
店
を
も
つ
ま
で
に

二
十
年
ほ
ど
家
具
店
で
働
い
て
い
た
の
で
、
か
れ
こ
れ
、
七
十
年
の
歴
史
に
な
ろ
う
か
。
淵
時
の
お
得
意
さ
ん
は
、
居
留
地
の
外
同

人
、
官
庁
、
銀
行
、
商
社
、
そ
れ
に
阪
神
間
の
金
持
ち
連
中
だ
が
、
主
力
は
銀
行
、
商
社
の
営
繕
。
扱
っ
て
い
た
の
は
洋
家
具
の
他
、

カ
ー
テ
ン
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
イ
ン
テ
リ
ア
全
般
に
わ
た
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
現
在
は
大
石
敬
蔵
・
孝
さ
ん
親
子
の
代
と
た

り
、
手
造
り
の
家
具
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
。
孝
さ
ん
の
話
を
き
く
と
「
う
ち
の
家
具
は
デ
ザ
イ
ン
の
変
更
が
少
な
い
ん
で
す
。
十

五
年
こ
の
か
た
変
え
て
な
い
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
お
客
さ
ま
と
し
て
は
一
度
に
買
わ
れ
な
く
と
も
十
年
計
画
で
お
買
い
に
な
れ
る
わ

け
で
す
ね
。
そ
れ
と
企
而
も
の
。
他
の
店
で
椅
子
を
つ
く
っ
て
い
る
の
な
ら
、
う
ち
で
は
そ
れ
に
合
っ
た
テ
ー
ブ
ル
を
つ
く
る
」
戦

後
す
ぐ
に
は
売
る
も
の
が
な
く
て
、
職
業
野
球
用
の
バ
ッ
ト
を
店
頭
に
並
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
五
十
本
が
売
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
い

ざ
試
合
で
使
う
と
全
部
折
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
も
今
だ
か
ら
こ
そ
笑
え
る
。
最
近
の
傾
向
は
と
き
く
と
、
若
い
層
に
大
い
に
受

け
て
い
る
ら
し
く
、
婚
約
が
決
ま
る
と
二
人
づ
れ
で
店
を
訪
れ
、
何
し
ろ
二
Ｄ
Ｋ
と
か
で
狭
い
も
の
だ
か
ら
、
少
し
づ
つ
買
い
た
し

て
行
く
人
た
ち
が
多
い
と
か
。
と
に
か
く
、
お
客
さ
ん
の
手
許
へ
届
い
た
ら
す
ぐ
使
え
る
状
態
に
し
て
お
く
こ
と
で
す
よ
。
側
に
見

え
た
い
個
所
の
挨
も
締
腿
に
取
っ
て
ね
．
：
…
と
語
る
。
こ
れ
こ
そ
家
具
店
の
良
心
だ
ろ
う
。
魚
崎
に
倉
庫
、
住
吉
に
工
場
が
あ
る
。

気
手
づ
く
り
家
具
の
並
ぶ
冨
屋
の
明
る
い
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
ｑ
『
洋
風
家
具
の
発
祥
の
地
」
の
楯
に
富
屋
の
自
負
が
あ
る
司
楯
を
は
さ
ん
で
敬
蔵
さ
ん
（
左
）
、
隆
さ
ん

ツ
ト
を
つ
く
っ
た
頃
〈
も
あ
る

富
屋
生
Ⅲ
区
元
町
一
ｒ
月
岡
一
璽
一
一
三
一
’
一
・
○
九
八

特
集
神
戸
の
家
具
③
手
づ
く
り
家
具
と
出
会
え
る
店

§

5f２

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



灘
霊綴
．､,鞭･ ' ' - , ' ' . " ; §

一＝g 屋一

伝
統
を
生
か
し
た
家
具
を

セ
ン
タ
ー
街
の
西
入
口
の
南
、
ト
ア
ロ
ー
ド
に
面
し
た
所
に
あ
る
の
が
河
南
工
芸
社
。
伊
藤
博
文
が
兵
庫
県
初
代
知
事
を
し
て
い

た
頃
、
現
社
長
河
南
忠
雄
氏
の
淑
父
さ
ん
が
家
具
づ
く
り
を
始
め
、
父
の
河
南
忠
吉
氏
が
明
治
“
年
に
家
具
店
を
開
い
た
と
い
う
か

ら
こ
の
店
は
神
戸
で
最
も
古
い
家
具
店
の
一
つ
だ
。
三
代
Ｈ
を
継
ぐ
河
南
さ
ん
は
終
戦
後
い
ち
早
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
家
具
づ
く
り
の

視
察
に
飛
び
、
デ
ザ
イ
ン
の
研
究
、
資
料
の
収
集
な
ど
に
力
を
入
れ
て
神
戸
の
家
具
を
海
外
へ
輪
出
し
た
。

「
Ⅱ
本
の
家
具
の
品
質
や
デ
ザ
イ
ン
は
欧
米
に
ま
け
な
い
で
す
よ
。
品
質
や
デ
ザ
イ
ン
で
ク
レ
ー
ム
を
う
け
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
。
も
う
欧
米
の
も
の
を
直
似
す
る
時
代
は
過
ぎ
て
、
家
具
を
室
内
全
体
の
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
総
合
的
に
考
え
て
い
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
家
具
と
室
内
と
の
調
和
が
大
切
な
ん
で
す
ね
。
手
づ
く
り
の
技
術
は
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
す
ぐ

れ
た
技
術
と
良
い
デ
ザ
イ
ン
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
し
ょ
う
」

河
南
工
芸
社
で
は
応
接
セ
ッ
ト
を
中
心
に
造
っ
て
い
る
が
、
一
持
前
は
七
割
が
店
売
り
で
三
割
が
別
注
だ
っ
た
が
、
最
近
は
高
級

少
量
唯
産
に
追
い
こ
ま
れ
、
イ
ン
テ
リ
ア
を
総
合
的
に
扱
う
仕
事
が
七
割
近
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

機
械
生
産
が
増
え
て
き
た
と
は
い
え
、
家
具
づ
く
り
は
や
は
り
す
ぐ
れ
た
手
づ
く
り
の
技
術
と
よ
い
デ
ザ
イ
ン
が
も
の
今
種
い
う
。

長
い
間
に
わ
た
っ
て
す
ぐ
れ
た
家
具
づ
く
り
に
刀
を
入
れ
て
き
た
河
南
工
芸
社
は
神
戸
を
代
表
す
る
家
具
店
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

剣
店
内
の
応
接
セ
ッ
ト
割
ト
ア
ロ
ー
ド
に
面
し
た
河
南
工
芸
社
剣
何
で
も
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
』5３
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集
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具
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え
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輔
韓
蝿
露
騨
識
焔
噌

巾
山
手
の
宮
水
コ
ー
ヒ
ー
「
に
し
む
ら
」
の
両
側
の
ゆ
る
や
か
な
坂
道
を
北
へ
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
の
店
、
お
客
さ
ん
の
七

卜
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
外
国
人
だ
と
い
う
。
一
般
家
庭
の
応
接
間
の
家
具
ば
か
り
で
な
く
、
外
人
商
社
の
役
貝
室
や
応
接
間
の
椅
子
や

テ
ー
ブ
ル
を
作
っ
て
い
る
。

日
本
人
、
外
国
人
と
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
無
難
な
デ
ザ
イ
ン
を
好
む
け
れ
ど
も
、
一
般
に
、
本
人
の
部
屋
は
残
念
な
が
ら
家
具

と
部
屋
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
た
い
。
部
屋
い
つ
ぱ
い
に
、
し
か
も
背
丈
の
高
い
家
具
を
な
ら
べ
、
や
た
ら
空
間
を
少
な
く
し
て
し

ま
う
。
そ
の
点
外
国
人
は
す
ぐ
れ
て
い
て
、
部
屋
の
感
じ
に
あ
う
椅
子
等
を
配
置
し
空
間
の
あ
る
部
屋
を
作
り
出
す
。
こ
の
店
で
は

こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
も
の
の
左
か
に
、
時
に
、
奇
抜
な
日
本
人
に
は
考
え
つ
か
な
い
よ
う
左
外
国
人
特
有
の
感
覚
の
注
文
も
あ

る
。
例
え
ば
ス
イ
ス
人
の
お
客
さ
ん
で
自
宅
の
応
接
間
の
壁
を
黒
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
し
、
そ
の
中
に
真
白
な
家
具
を
配
置
す
る
感
覚

は
、
日
本
人
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
も
の
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
注
文
を
受
け
た
場
合
、
完
成
す
る
ま
で
の
不
安
も
大
き
い
が
、

完
成
し
た
時
に
は
、
家
具
に
限
ら
ず
ク
リ
エ
イ
ト
す
る
人
た
ち
共
通
の
何
と
も
い
え
な
い
喜
び
が
あ
る
と
御
主
人
は
い
う
。

神
戸
ら
し
い
洗
練
さ
れ
た
感
覚
で
勝
負
す
る
こ
の
店
、
お
客
さ
ん
の
卓
の
色
や
奥
さ
ん
の
服
の
色
な
ど
か
ら
完
全
に
マ
ッ
チ
す
る

家
具
を
創
り
出
し
て
く
れ
る
。

剣
中
山
手
二
丁
目
の
店
ｑ
モ
デ
ル
製
作
し
た
い
す
も
み
え
る
店
内
ｑ
お
客
さ
ん
と
の
応
待
に
忙
し
い
御
主
人

’
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特
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手
づ
く
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出
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え
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店

外
人
聖
ど
ん
誤
ｐ
多
い
で
す

佐
々
木
商
含
生
田
区
中
山
手
通
二
１
．
八
雪
二
四
一
’
一
一
・
二
三
一
一

iii鍵繍騒

胎
一

醗騒窟型.
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（
株
）
た
か
ね
や

唯
水
駅
前
か
ら
バ
ス
で
二
○
分
、
神
戸
木
工
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
と
「
た
か
ね
や
」
の
ひ
と
き
わ
大
き
な
工
場
が
西
の
端
に
あ
っ

た
。
家
具
づ
く
り
の
工
程
を
見
る
の
は
初
め
て
な
の
で
物
珍
し
気
に
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
見
回
し
て
い
る
と
、
専
務
の
芳
中
栄
三
さ
ん
が

一
つ
一
つ
の
家
具
を
手
に
と
り
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
と
説
明
し
て
く
れ
る
。
こ
こ
で
は
洋
服
ダ
ン
ス
や
三
面
鏡
な
ど
の
収
納
家
具
が
眼

と
し
て
造
ら
れ
て
い
る
が
、
他
に
書
斎
家
具
、
食
堂
家
具
か
ら
玄
関
の
駄
下
箱
、
ス
リ
ッ
パ
入
れ
、
電
話
台
、
そ
し
て
バ
ー
の
カ
ゥ

ン
穎
Ｉ
に
い
た
る
ま
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
小
物
類
ま
で
造
っ
て
い
る
の
は
こ
こ
だ
け
と
い
う
。
そ
し
て
兵
庫
県
の
外
に
神
戸
の
家

具
を
持
ち
出
し
た
の
は
「
た
か
ね
や
」
が
初
め
て
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
西
武
、
阪
神
、
ま
つ
や
ま
、
名
鉄
、
高
島
屋
、
丸
栄
な
ど

多
く
の
デ
パ
ー
ト
で
た
か
ね
や
の
家
具
が
売
ら
れ
て
い
る
。

「
神
戸
の
家
具
は
ど
こ
で
も
そ
の
店
の
看
板
商
姉
に
な
っ
て
ま
す
ね
。
う
ち
の
家
共
は
彫
刻
か
ら
金
具
ま
で
す
べ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
特
ま
↓
〈
タ
イ
ル
が
あ
っ
て
、
う
ち
で
は
主
に
桜
材
、
↓
、
ポ
ガ
ニ
ー
材
を
使

っ
て
造
り
ま
す
」
と
い
わ
れ
て
完
成
品
を
み
る
と
、
赤
味
が
か
っ
た
色
合
い
が
何
と
も
い
え
な
い
ほ
ど
に
美
し
い
。
洋
服
ダ
ン
ス
で

組
立
に
ｍ
ｌ
皿
Ｈ
、
完
成
ま
で
に
一
カ
月
か
か
る
が
、
細
か
い
手
づ
く
り
の
作
業
が
多
い
の
で
道
具
類
も
多
種
多
様
。
た
だ
彫
刻
を

ほ
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
の
で
、
優
秀
な
職
人
を
確
保
す
る
の
に
ど
こ
と
も
苫
労
し
て
い
る
よ
う
だ
。

ｑ
完
成
し
た
美
し
い
椅
子
割
手
づ
く
り
家
具
の
魅
力
は
こ
こ
に

乗
水
区
多
聞
町
小
束
山
九
七
五
の
三
流

七
○
六
’
五
三
三
五

特
集
神
戸
の
家
具
③
手
づ
く
り
家
具
と
出
会
え
る
店

工
場雪

何
で
も
造
り
ま
す

’
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モ
ダ
ン
神
戸
の
代
表
選
手

ぐ
大
丸
前
の
お
店
、
堂
々
た
る
た
た
づ
ま
い
で
す
く
工
場
の
中
は
活
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す

創
業
は
明
治
五
年
。
現
森
の
大
丸
近
辺
が
居
留
地
の
頃
、
初
代
の
永
田
さ
ん
は
英
同
商
社
に
出
入
し
て
い
た
。
外
人
達
が
た
ず
さ

え
て
き
た
家
具
を
帰
国
時
に
売
っ
て
行
く
た
め
、
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
に
古
物
市
ワ
イ
マ
ー
ル
が
開
か
れ
、
片
言
で
英
語
が
し
ゃ
べ
れ

る
水
川
さ
ん
は
、
帰
国
の
外
人
の
家
具
を
預
り
、
売
っ
て
送
金
し
て
あ
げ
た
の
が
商
売
は
じ
め
。
家
具
の
修
理
の
た
め
に
、
港
町
の

優
秀
な
船
大
エ
に
洋
家
具
の
研
究
を
さ
せ
て
、
い
よ
い
よ
欧
風
御
指
物
処
〃
水
山
良
介
商
店
〃
の
基
礎
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ

は
「
神
戸
の
家
具
」
の
は
じ
め
物
語
に
も
な
る
。
常
に
勉
強
を
怠
ら
ず
仙
界
に
Ⅱ
を
向
け
た
一
・
代
Ⅱ
、
三
代
Ⅱ
。
そ
し
て
例
代
側
の

水
田
良
一
郎
さ
ん
が
昭
和
の
店
づ
く
り
を
受
け
継
い
で
今
に
い
た
っ
て
い
る
。

大
丸
前
の
こ
の
お
店
は
ゆ
っ
た
り
と
広
い
。
応
接
セ
ッ
ト
、
花
嫁
家
具
、
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
な
ど
に
↓
〈
リ
ッ
パ
な
ど
小
物
、
じ

ゅ
う
た
ん
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
も
現
在
は
品
不
足
。
オ
ー
ダ
ー
す
る
と
二
ヵ
月
ｌ
・
ニ
ヵ
川
首
を
長
く
し
て
待
た
ね
ば
な
ら

左
い
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
も
手
づ
く
り
品
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
そ
こ
が
神
戸
商
品
の
真
髄
と
で
も
い
お
う
か
。
ま
あ
待
っ
て
お
く

ん
な
は
れ
／
四
代
目
は
悠
々
た
る
も
の
。
欧
風
家
具
の
伝
統
を
ふ
ま
え
て
Ｈ
本
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
が
水
田
の
家
具
の
特
色
で

親
子
三
代
続
け
て
持
っ
て
い
る
と
い
う
神
戸
っ
子
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
も
品
質
の
良
さ
で
売
っ
て
い
る
こ
の
店
の
自
信
が
あ
る
。

「
神
戸
の
家
具
」
の
名
を
日
本
中
に
と
ど
ろ
か
せ
、
モ
ダ
ン
神
戸
の
代
表
選
手
の
面
Ⅱ
躍
如
た
る
も
の
が
こ
の
店
に
は
あ
る
。

永
田
良
介
商
店

特
集
神
戸
の
家
具
③
手
づ
く
り
家
具
と
出
会
え
る
店

顕

生
Ⅲ
Ⅸ
一
・
一
宮
町
三
１
Ｎ
大
丸
前
雪
三
九
一
１
．
一
一
七
三
七

く
も
う
少
し
で
完
成
し
ま
す
。
定
評
あ
る
ダ
ン
ス

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



水
和
商
会
の
代
表
取
締
役
、
曽
水
明
さ
ん
は
こ
の
道
Ⅶ
卜
丘
年
の
ベ
テ
ラ
ン
。
昔
は
筒
貨
店
に
家
具
を
卸
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
現
在
は
店
舗
の
設
計
、
施
正
を
手
が
け
て
い
る
。
店
舗
と
い
っ
て
も
飲
食
関
係
は
な
く
物
品
販
売
店
が
主
力
で
、
現
場
の
工

事
は
外
注
に
出
し
て
い
る
。
店
舗
デ
ザ
イ
ン
の
変
遷
は
一
側
で
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
商
店
建
築
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
変

っ
て
来
た
よ
う
に
、
デ
ザ
イ
ン
の
″
も
そ
の
と
き
ど
き
の
設
計
肯
の
感
じ
方
に
よ
っ
て
変
っ
て
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
苫
労
話
は
と

尋
ね
る
と
、
一
つ
一
つ
精
魂
込
酌
て
つ
く
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
一
つ
一
つ
が
苦
労
の
連
続
で
す
ね
と
し
ご
く
ご
も
つ
と
も
な
返
事
。

戦
前
、
戦
中
は
資
材
の
面
で
苦
労
が
多
か
っ
た
ら
し
く
、
た
と
え
ば
、
戦
争
中
に
は
著
修
品
が
一
切
ご
法
度
に
な
っ
た
の
だ
が
、
椅

子
に
使
用
す
る
ス
プ
リ
ン
グ
山
禁
止
さ
れ
た
と
か
で
、
考
案
さ
れ
た
の
が
竹
を
加
に
し
て
つ
く
っ
た
擬
似
ス
プ
リ
ン
グ
。
と
こ
ろ
が

何
し
ろ
耐
久
力
が
な
い
も
の
だ
か
ら
、
堆
著
な
人
な
ら
い
い
け
れ
ど
、
肥
っ
た
人
が
ド
ス
ン
と
腰
を
か
け
る
と
、
と
た
ん
に
バ
リ
パ

リ
。
接
清
剤
に
し
て
も
排
は
ニ
カ
ワ
が
主
〃
で
、
色
々
と
苦
労
が
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
最
近
は
非
常
に
よ
く
た
り
作
業
も
し
や
す
く

な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
近
ご
ろ
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
耐
火
規
制
と
の
兼
ね
合
い
。
店
舗
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
次

々
と
規
制
が
増
え
、
店
の
持
ち
味
を
出
す
べ
く
設
計
し
て
も
計
価
通
り
設
営
で
き
ぬ
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。
耐
火
性
が
強
く
、
し
か

も
安
く
手
に
入
る
資
材
の
開
発
が
今
一
番
必
要
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
、
と
い
う
牌
木
さ
ん
の
話
で
あ
る
。

5９

ｑ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
は
出
番
を
待
つ
家
具
が
く
永
和
商
会
設
計
施
工
の
同
月
堂
さ
ん
ち
か
店

く
オ
フ
ィ
ス
街
に
あ
る
事
務
所

株
式
会
社
永
和
商
会
生
川
区
栄
川
辺
ｆ
リ
ハ
曇
一
一
夏
・
・
一
’
四
○
八
上

特
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神
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く
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出
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る
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谷
垣
工
業
は
船
舶
木
磯
装
製
作
工
事
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
昭
和
初
年
に
現
社
長
の
谷
填
弘
さ
ん
の
先
代
が
創
業
し
た
と
き
に
は

一
般
の
家
具
を
扱
っ
て
い
て
、
船
舶
装
備
は
昭
和
二
十
三
年
か
ら
に
な
る
。
囚
卜
二
年
か
ら
神
戸
木
工
セ
ン
タ
ー
内
で
の
作
業
を
開

始
。
生
産
品
Ｈ
は
、
寝
台
、
ワ
ー
ド
ロ
ー
プ
、
チ
ェ
ス
ト
、
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
、
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
船
員
の
居
住
陸
全
般
に
わ
た
っ
て
い

て
、
船
種
と
し
て
は
、
貨
物
船
、
客
船
、
フ
ェ
リ
ー
、
タ
ン
カ
ー
と
多
岐
に
わ
た
る
が
、
外
国
船
の
方
が
多
い
。
三
菱
造
船
所
の
船

舶
を
扱
い
、
新
造
船
は
も
と
よ
り
改
装
工
事
も
や
り
、
工
場
で
生
産
し
た
機
材
を
船
舶
に
運
び
込
ん
で
組
立
て
、
仕
上
げ
を
や
る
。

こ
の
二
十
年
間
に
一
一
・
而
般
梶
の
船
を
手
掛
け
て
い
る
が
、
一
般
あ
た
り
の
製
作
時
間
は
貨
物
船
の
場
合
、
現
場
で
一
万
時
間
、
つ
ご

う
二
万
時
間
は
か
か
る
と
い
う
こ
と
だ
。
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
一
時
節
約
ム
ー
ド
だ
っ
た
装
備
も
、
ま
た
、
豪
莱
に
な
っ
て
き

た
こ
と
。
そ
れ
と
、
以
前
は
船
員
の
階
級
に
よ
っ
て
部
屋
の
つ
く
り
に
か
な
り
の
差
が
あ
っ
た
の
が
、
次
第
に
な
く
な
っ
て
き
た
こ

と
。
そ
れ
も
、
上
級
船
員
は
余
り
麦
わ
ら
を
い
が
、
下
級
船
員
の
方
が
よ
く
な
っ
て
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
た
と
え
ば
、
排
な

ら
ド
級
船
員
の
場
合
三
、
川
人
で
一
部
屋
だ
っ
た
の
が
、
今
で
は
一
人
一
部
屋
が
普
辿
。
船
も
昔
は
鋲
で
接
合
し
て
い
た
の
で
三
、

Ⅲ
十
年
は
も
っ
た
の
に
今
じ
ゃ
溶
接
の
た
め
十
年
し
か
も
た
な
い
と
か
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
賎
も
苫
労
す
る
の
が
、
安

く
て
、
し
か
も
、
い
か
に
豪
堆
に
み
せ
る
か
と
い
う
こ
と
。
木
材
の
高
騰
の
あ
お
り
を
受
け
て
価
格
面
で
の
苦
労
は
絶
え
た
い
。

ｑ
熱
気
の
こ
も
る
一
一
階
の
作
業
場
剣
船
舶
へ
の
取
り
付
け
を
待
つ
の
み
く
快
適
な
船
旅
が
で
き
る
よ
う
に
心
を
込
め
て
（
三
階
）

特
集
神
戸
の
家
具
③
手
づ
く
り
家
具
と
出
会
え
る
店

快
適
な
船
旅
の
た
め
に
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丸
尾
工
作
所

特
集
神
戸
の
家
具
③
手
づ
く
り
家
具
と
出
会
え
る
店

鍵§鍵

ｑ
商
売
以
外
の
こ
と
で
忙
し
く
て
：
…
・
』
と
丸
尾
社
長
さ
ん
。

ｑ
店
内
も
店
の
構
え
も
ど
こ
か
ゆ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
》

家
具
の
仕
蒋
に
入
っ
て
ほ
ぼ
帥
年
、
大
正
巧
年
に
神
戸
家
具
師
組
合
理
事
を
つ
と
め
て
以
来
、
現
在
は
全
国
家
具
組
合
連
合
会
剛

会
長
、
近
畿
家
具
連
盟
会
長
、
兵
庫
県
家
具
組
合
連
合
会
会
長
な
ど
を
兼
任
「
お
金
に
も
な
ら
な
い
」
そ
の
仕
事
で
忙
し
く
て
、
と

い
う
社
長
の
丸
尾
英
一
さ
ん
。
神
戸
木
工
セ
ン
タ
ー
の
設
立
発
起
人
、
設
立
委
員
長
、
今
は
顧
問
で
も
あ
る
。

「
忙
し
く
て
家
内
に
ま
か
せ
っ
ぱ
な
し
」
だ
と
い
う
店
、
表
に
は
草
花
や
植
木
の
鉢
が
並
び
、
店
内
に
は
水
が
落
ち
鯉
の
泳
ぐ
池
な

、
、

ど
も
あ
っ
て
ま
こ
と
に
悠
長
。
「
使
い
こ
む
ほ
ど
味
が
出
て
何
年
た
っ
て
も
あ
き
の
こ
な
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
家
具
」
を
長
年
つ
く
り
続

け
、
如
年
前
の
同
じ
本
箱
を
今
で
も
造
っ
て
い
る
そ
の
仕
鴨
の
心
意
気
に
通
じ
る
店
の
椛
え
だ
。

最
近
新
し
く
な
っ
た
ば
か
り
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
。
明
る
く
て
オ
ー
プ
ン
な
感
じ
が
ア
メ
リ
カ
風
な
店
。
元
町
１
番
街
の
元
町
バ

ザ
ー
は
通
り
に
而
し
た
二
階
の
窓
が
シ
ャ
レ
て
て
、
重
厚
な
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
調
。
い
ず
れ
も
丸
尾
正
作
所
の
設
計
施
正
で
あ
る
。
終

戦
直
後
に
は
三
宮
や
元
町
の
店
を
た
く
さ
ん
手
が
け
、
今
で
も
兄
積
り
な
ど
し
な
い
で
ま
か
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
信
頼
を
得
て
い
る
。

機
械
で
量
産
で
き
な
い
、
丹
精
こ
め
た
手
に
よ
る
神
戸
の
洋
家
具
の
値
う
ち
と
苦
労
を
よ
く
知
る
丸
尾
さ
ん
が
、
そ
の
伝
統
を
「
尊

い
」
と
い
う
と
き
、
そ
の
言
葉
の
重
さ
。
職
人
が
、
日
々
の
小
遣
い
だ
け
で
何
年
も
修
業
を
積
ん
だ
と
い
う
、
今
は
も
う
伝
説
み
た
い

な
そ
ん
な
時
代
だ
け
が
こ
の
伝
統
を
生
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
は
ず
。
い
か
に
も
ゆ
っ
た
り
し
た
こ
の
店
の
商
売
が
貴
重
に
み
え
た
。

１
８

f蕊Ｉ

鍵

葺
合
Ⅸ
旭
迦
汎
ｌ
側
雪
・
一
雫
・
一
ｌ
・
・
○
九
六

商
売
は
悠
長
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こ
こ
の
御
主
人
、
と
い
っ
て
も
弟
さ
ん
と
二
人
で
や
っ
て
い
る
が
、
い
た
っ
て
ひ
か
え
め
で
温
好
な
紳
上
。
あ
る
意
味
で
は
、
非

附
に
商
売
っ
気
の
な
い
人
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
御
遊
人
の
お
父
さ
ん
、
つ
ま
り
先
代
は
椅
子
の
布
を
帳
る
職
人
さ
ん
だ
っ
た
。
現
在

の
神
戸
で
は
そ
の
先
代
の
お
弟
ｆ
さ
ん
が
多
く
椅
子
作
り
に
活
躍
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
血
を
ひ
く
御
主
人
も
店
の
奥
で
コ
ッ
コ

、
、

シ
の
み
を
握
っ
て
い
る
。
仕
事
が
好
き
で
や
っ
て
い
る
の
で
苦
労
も
感
じ
な
い
と
い
う
御
張
人
、
良
い
も
の
を
安
く
と
い
う
信
念
で

、
、

ｆ
を
加
え
す
ぎ
る
ぐ
ら
い
に
完
成
品
を
創
り
出
し
て
い
く
の
み
を
持
つ
手
に
は
際
限
が
な
い
。

お
客
さ
ん
の
依
頼
で
修
理
に
出
か
け
る
こ
と
が
あ
る
が
、
家
具
の
手
入
れ
の
仕
方
で
そ
の
人
柄
が
良
く
わ
か
る
と
い
う
。
家
具
も

人
間
と
同
じ
よ
う
に
快
適
な
状
態
に
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
愛
着
を
も
っ
て
使
用
し
て
い
る
人
を
み
る
と
と
て
も
蛸
し
く
な
る

そ
う
だ
。
先
代
の
職
人
気
質
を
十
分
に
受
け
継
い
で
い
る
。
「
木
も
服
き
物
で
す
」
と
い
う
御
主
人
の
言
葉
が
印
象
に
残
る
。

ｑ
モ
ダ
ン
な
威
じ
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
く
奥
で
ベ
ッ
ド
の
背
を
彫
る
御
主
人
く
木
の
香
り
で
い
っ
ぱ
い
の
店
内

蕊

鋤
鏑
鶴
蕊
鐸
癖
鍛
溌
鎚
蝿
蝉
需
‐
鋪
蝿
鍛
蝿
錘
羅
韓
鑓
謡
鑑
頚
蝿
癖
謹
鶴
鍵
錨
蝉
騨
需
蔓

●
Ｉ
…
●
：

ら
れ
る
。

逓
近
再
び
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
だ
し
た
ト
ア
ロ
ー
ド
に
あ
る
こ
の
店
、
ト
ァ
ロ
ー
ド
の
中
で
も
今
や
数
少
な
い
昔
か
ら
あ
る
店

の
一
つ
。
ト
ア
ロ
ー
ド
も
都
市
計
伽
に
よ
っ
て
美
し
く
模
様
替
え
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
の
店
も
新
し
く
美
し
い
店
椛
え
に
な
り
、
昔

の
面
影
が
消
え
淋
し
い
感
も
あ
る
が
、
勝
内
狭
し
と
な
ら
べ
ら
れ
た
家
具
の
香
り
が
た
だ
よ
う
の
に
は
非
常
に
優
雅
な
気
分
に
さ
せ

熊
§
蔦
…
鴎

i繍繍：

特
集
神
戸
の
家
具
③
手
づ
く
り
家
具
と
出
会
え
る
店

冊

一
織
蝋
線

…
！

生
田
区
北
長
狭
通
二
’
九
’
一
画
三
三
一
－
○
門
・
二
一
・

木
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生
き
物
で
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蕊
伊
藤
家
具
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戦
後
開
業
し
て
蝋
務
所
の
家
具
を
作
っ
て
い
た
が
、
聯
務
所
の
机
、
椅
ｆ
に
ス
チ
ー
ル
製
が
投
透
し
て
き
た
た
め
に
、
昭
和
・
「
十

年
頃
か
ら
店
舗
企
画
投
計
施
工
に
切
り
替
え
て
き
た
。
一
〈
テ
ー
シ
ョ
ン
デ
パ
ー
ト
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
喫
茶
店
の
店
内
改
装
な
ど
を
手

が
け
た
店
と
し
て
は
か
な
り
早
い
ほ
う
。

「
使
い
捨
て
の
時
代
、
買
い
替
え
の
時
代
と
い
わ
れ
る
が
、
家
具
だ
け
は
良
い
も
の
を
買
い
た
さ
い
」
と
社
長
は
忠
告
し
て
く
れ

る
。
良
い
も
の
は
水
も
ち
し
、
愛
着
が
湧
き
、
飽
き
が
こ
な
い
の
で
結
局
得
を
す
る
。
安
物
買
い
の
銭
失
い
は
家
典
の
場
合
に
も
辿

肘
す
る
ら
し
い
。
「
と
に
か
く
使
っ
て
み
て
下
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
多
少
値
が
は
っ
て
も
良
い
も
の
を
選
ん
で
み
る
と
、
妓
後
に

は
、
や
っ
ぱ
り
良
か
っ
た
と
の
感
想
が
お
客
さ
ん
の
側
か
ら
思
わ
ず
出
る
。

「
お
店
作
り
の
専
門
店
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
店
、
自
信
あ
る
仕
塀
を
す
る
。
仕
聯
だ
け
は
な
め
て
か
か
る
ナ
と
い
う

社
艮
の
信
念
、
い
い
か
げ
ん
な
気
の
ゆ
る
ん
だ
仕
畷
を
す
る
と
必
ず
失
敗
す
る
と
い
う
。
仕
蛎
は
必
ず
相
手
が
あ
る
も
の
、
仕
僻
を

す
る
も
の
の
喜
び
は
、
そ
の
相
手
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
で
す
。
「
あ
の
仕
事
で
は
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
て
…
…
」
と
い
う
時

の
社
艮
の
微
笑
み
は
非
常
に
若
々
し
い
表
情
で
あ
る
。
設
計
施
工
荷
と
し
て
開
店
パ
ー
テ
ィ
に
招
待
さ
れ
る
が
、
そ
ん
な
時
そ
の
仕

榊
に
携
わ
っ
た
職
人
さ
ん
た
ち
全
部
を
つ
れ
て
参
加
す
る
そ
う
だ
。
こ
の
仕
事
は
み
ん
な
の
〃
で
や
っ
た
の
で
す
と
。

乱
二
宮
町
の
店
舗
く
陳
列
ケ
ー
ス
木
地
製
作
中
ぐ
箱
物
製
作
中
の
工
場

綴

特
集
神
戸
の
家
具
③
手
づ
く
り
家
具
と
出
合
え
る
店

明
和
生
爪
区
一
・
一
宮
町
二
’
二
五
雪
三
二
一
ｌ
・
一
ｆ
丘

お
店
作
む
の
専
門
店
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＃
泰
平
木
Ｅ
所
は
、
代
表
取
締
役
の
奥
山
茂
次
さ
ん
に
よ
っ
て
、
昭
和
・
・
十
一
年
に
創
唯
さ
れ
た
が
、
奥
山
さ
ん
自
身
そ
れ
ま
で
に

卜
年
間
程
（
途
中
戦
争
で
空
白
は
あ
っ
た
が
）
あ
る
家
具
店
で
働
い
て
い
た
。
噺
所
か
ら
別
注
に
よ
る
店
舗
や
ホ
テ
ル
の
内
装
に
僻

と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
取
付
家
具
を
手
が
け
て
き
て
い
る
が
、
現
在
、
店
舗
と
し
て
は
飲
食
関
係
が
多
い
と
の
こ
と
だ
。
最
も
苫
労

す
る
の
は
デ
ザ
イ
ン
。
何
し
ろ
み
る
人
に
よ
っ
て
受
け
取
り
方
が
違
っ
て
く
る
の
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
で
い
い
と
考
え
て
い
て
も
、
先

方
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
多
い
。
妓
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
実
質
面
よ
り
も
、
装
飾
面
に
凝
る
店
が
噌
え
て
き
て
い

る
そ
う
だ
。
内
装
で
最
も
竜
点
を
問
く
の
は
調
和
と
い
う
こ
と
。
だ
が
、
こ
こ
・
一
、
・
・
《
年
、
耐
火
の
面
か
ら
資
材
の
規
制
が
雑
に
厳

し
く
た
り
、
た
と
え
ば
、
今
手
が
け
て
い
る
新
幹
線
岡
山
駅
の
地
Ｆ
街
で
は
、
店
舗
の
側
面
に
木
部
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
、
桃
は

鉄
骨
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
ど
規
制
が
あ
る
の
で
、
店
全
体
の
調
和
を
と
る
の
に
苫
労
が
多
い
と
い
う
。
そ
れ
に
、
と
奥
山
さ
ん

は
続
け
る
。
「
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
が
、
何
月
何
日
ま
で
に
完
成
し
て
く
れ
、
徹
夜
で
や
っ
て
く
れ
と
い
わ
れ
る
ん
で
す
ね
。
だ
け

ど
、
私
に
い
わ
せ
れ
ば
、
一
週
間
早
く
開
店
し
て
、
一
週
間
分
の
売
り
上
げ
を
あ
げ
る
よ
り
は
、
Ⅱ
数
を
か
け
て
で
も
完
成
を
入
念

に
す
る
方
が
長
い
目
で
み
れ
ば
余
程
得
な
ん
で
す
が
ね
」
・
工
場
の
職
人
さ
ん
に
は
こ
の
道
一
筋
の
職
人
気
質
の
人
も
多
く
、
請
け
負

っ
た
以
上
、
工
賃
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
納
得
の
行
く
仕
事
を
や
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
こ
に
神
戸
の
家
具
職
人
の
面
目
が
あ
る
。

ｑ
三
宮
に
あ
る
営
業
所
ｑ
兵
庫
区
に
あ
る
エ
場
く
倉
庫
に
は
雛
々
な
家
具
が
出
番
を
待
っ
て
い
る

唾一三署蛾津、

8４

》

蕊

懲鍵鴬灘

慌
て
て
開
店
す
る
と
損
で
す

特
集
神
戸
の
家
具
③
手
づ
く
り
家
具
と
出
会
え
る
店

株
式
会
社
泰
平
木
工
所
生
旧
区
皇
蒋
町
：
ｒ
リ
ハ
雲
一
九
一
，
川
○
○
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新熊内店（本社［場来隣）

総北欧の銘菓
ユーノＬイム｡ コンフェクト
本社・工場・熊内店■神戸市聾合区派内町' - 8 - 2 3 ( 市立美術館束瞬）
三宮ｾ ﾝ ﾀ ｰ 街本店団神戸三宮ｾ ﾝ ﾀ ｰ 街( 洋菓子･ 喫茶, ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ ）
さんちか店、神戸大丸‘そごう・阪急店一三越・元町店

念２２１－Ｉｌ６４
さ３３１－２４２１

こんにちは赤ちゃん

菅根征一郎〈ん/ 芦屋市川西町

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可能

蔓柿沼産婦人科

芦屋市大耕町１番1 8 号
国道芦屋川電停東5 0 米( 明治生命南）
冠芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表
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鑑定買入
研ロ鞘椿御承処
神戸市生田区元町通６丁目2 5 番地
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白 山画廊

ぐ
初
田
毒
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展
の
会
壌
風
景

８月２４１１～３０f~１１対11 I淳ｲ |‘l i l催
９月２日～８Ｈ金曜日の集合雄

（叱永定' 1 ﾓ グルブ腿〉

新人のために無料開放します
rl l l l l I l l i 廊では広く新人のアーーチス! ､ のた
めに、両廊を無料開放いたします
お' ' 1 込みのｋ、雛１１. 州Ｉ．、ノｌＷ: 巻．、；
; l l i 照｣ . ･ きんらの協I 雛によ，て韮毎･ させて
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ａ神戸
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８

【
☆
神
戸
の
催
し
物
８
月
ご
案
内
〕

〆
音
楽
〉

☆
上
月
晃
の
「
波
止
場
の
花
と
遮
り
鳥
』

３
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
会
員
・
一
六
○
○
円

一
般
・
一
二
○
○
円

劇
音
楽
作
曲
で
有
堪
な
林
光
が
音
楽
担

当
、
作
演
出
は
寄
藤
憐
、
友
竹
正
則
、

山
田
純
彦
他
一
流
ど
こ
ろ
が
砿
と
踊
り

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に

毒
で
る
可
憐
な
少
女
と
悪
を
背
負
う
男

の
物
語
。

☆
あ
く
静
江
り
サ
イ
タ
ル

４
日
（
日
）
①
ｎ
時
半
②
２
時
半

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
一
八
Ｕ
○

円
Ａ
・
一
五
○
コ
円
Ｂ
・
一
○
○

の
円

★
中
村
紘
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

胆
Ⅲ
（
月
）
６
時
半
神
戸
文
化
巾
ホ

ー
ル
Ａ
・
一
五
○
○
円
Ｂ
・
一
三

○
○
円

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
ソ
ナ
タ
節
調
番
熱
情

シ
ュ
ー
マ
ン
幻
想
曲
ハ
長
調

シ
ョ
パ
ン
バ
ラ
ー
ド
第
一
、
二
、
三
、

四
番
。

★
ザ
・
ム
ッ
シ
ュ
・
リ
サ
イ
タ
ル

晦
日
（
木
）
１
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
Ｓ
・
一
○
○
○
円
Ａ
・
七
○
○

円
★
ア
リ
ス
・
リ
サ
イ
タ
ル

Ⅳ
日
（
土
）
①
２
時
②
６
時
神
戸

文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
一
五
○
○
円

Ａ
・
一
二
○
○
円
Ｂ
・
九
○
○
円

☆
ニ
ッ
テ
ィ
・
グ
リ
テ
ィ
・
ダ
ー
ト
パ
ン

ド
神
戸
公
演

出
円
（
日
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
七
○
○
円
Ａ
・
二
三
○
○
円

Ｂ
・
一
九
○
○
円
Ｃ
・
一
五
０
０
円

★
ザ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

四
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
会
員
・
一
六
○
Ｊ
円

一
般
・
二
一
○
○
円

陀
年
か
ら
連
続
皿
同
月
の
来
日
喝

★
小
坂
明
子
・
務
ジ
ョ
イ
ン
ト
リ
サ
イ
タ

ル山
側
（
月
）
①
２
時
②
６
時
半
神

★
マ
ジ
ッ
ク
ル
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト

犯
日
（
木
）
１
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
。
鷺
○
○
円

★
堺
正
章
ビ
ッ
グ
シ
ョ
ウ

泌
日
（
土
）
①
３
時
②
７
時
神
戸

国
際
会
館
民
音
一
班
○
一
○
円
。

★
山
本
直
純
ウ
ィ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

幻
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
営
会
員
・
二
○
○
円
一
般
・

一
六
○
○
円
。

バ
ッ
ハ
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
か
ら
ピ
ー
ト

ル
ズ
ま
で
イ
ニ
シ
ャ
ル
「
Ｂ
』
の
加
入

を
集
め
て
少
し
ま
じ
め
な
コ
ン
サ
ー

ト
。
直
純
さ
ん
独
特
の
ウ
イ
ッ
ト
に
富

ん
だ
お
は
な
し
が
ふ
ん
だ
ん
に
入
る
。

山
本
直
純
さ
ん
’
一
九
三
二
年
蕊
京

生
れ
。
東
京
芸
大
作
曲
科
入
学
、
途
中

指
撫
科
に
変
更
。
卒
業
後
作
曲
指
押
に

活
躍
。
テ
レ
ビ
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
や

っ
て
き
た
」
の
企
酒
椛
成
。
映
画
『
蝿

は
つ
ら
い
よ
Ｌ
の
音
楽
も
担
当
。

☆
高
石
と
も
や
と
ナ
ー
タ
シ
ャ
セ
ブ
ン

鯛
日
（
木
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ｓ
・
一
五
○
○
円
Ａ
・
一
二
○

○
円
Ｂ
・
九
Ｕ
○
円
。

へ
演
劇

☆
怪
談
牡
丹
灯
寵
ｌ
文
学
座
公
演

１
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

牡丹灯補練習風景

し一
〆
国
際
会
館
Ｓ
・
一
二
ｃ
ｃ
円
Ａ

一
○
○
○
円
Ｂ
・
九
○
○
円

「
あ
な
た
」
で
大
ヒ
ッ
ト
の
明
ｆ
さ
ん

と
お
父
さ
ん
と
の
親
子
リ
サ
イ
ク
ル

一
部
は
務
氏
指
弾
の
ニ
ュ
ー
ソ
ー
ー
ッ
ク

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
・
ゲ
ス
ト
・
笈

田
敏
夫
。
二
部
は
娘
の
部
で
、
弾
き
帯

り
が
聞
け
る
。
自
作
の
ピ
ア
ノ
協
萎
曲

「
あ
な
た
」
も
聞
き
も
の
。

灘 ”
§

’
8７

ｌ
ル
Ａ
・
こ
り
○
○
円
Ｂ
・
一
邸

。
○
円
Ｃ
・
一
○
○
○
円
原
作
〆

三
遊
亭
円
朝
脚
色
．
大
西
情
行
流

出
／
成
井
市
郎
出
演
／
杉
村
春
子
・

北
村
和
夫
・
大
出
俊
ほ
か

間
に
う
か
ぶ
灯
語
に
亡
霊
の
僻
念
が
ゆ

れ
る
ｌ
色
と
欲
と
の
し
が
ら
み
が
〃

廻
わ
す
照
果
な
函
縁
ぱ
な
し
／
円
朝
不

朽
の
名
作
の
劇
化
／
慨
談
／
牡
丹
灯
篭

☆
馬
賊
芸
者
ｌ
国
際
会
館
名
作
劇
場

３
日
（
土
）
Ｉ
廻
（
月
）
①
ｎ
時
半

②
４
時
半
神
戸
国
際
会
館
Ｓ
・
一

七
コ
○
円
Ａ
・
一
二
○
○
円
自
由

聯
（
前
売
）
四
○
○
円
（
当
Ｈ
）
班
○

○
円
原
作
〃
火
野
輩
平
演
出
松

浦
竹
男
出
減
／
清
川
虹
子
・
南
利
明

同
時
し
菰
柏
原
正
一
作
波
出
〆
魚
と

れ
ず
み
と
お
亜
様
。

「
馬
賊
芸
省
』
明
治
末
期
、
博
多
の
．
化

柳
界
の
賜
暇
芸
者
と
名
乗
る
名
妓
た
ち

が
お
り
、
妾
人
揃
い
で
あ
っ
た
。
そ
の

一
番
心
後
援
者
で
あ
る
山
辺
の
哩
那
の

お
座
敷
で
、
馬
賊
芸
者
と
東
京
献
舞
使

役
者
の
中
村
高
福
と
の
か
ら
み
。

Ｔ
魚
と
ね
ず
み
と
お
姫
雛
」
け
ん
か
友

達
の
魚
熊
さ
ん
と
八
百
化
さ
ん
。
魚
熊

さ
ん
に
若
く
て
美
し
い
娘
が
八
百
花
さ

ん
に
捲
く
で
ハ
ン
サ
ム
な
青
年
が
、
捲

れ
そ
れ
求
人
広
告
を
み
て
や
っ
て
く

る
。
が
、
こ
の
二
人
ど
こ
か
か
わ
っ
て

い
る
。
さ
て
ど
う
な
る
こ
と
か
。

清
川
虹
子
南
利
明

蟻 ー

小坂明子

☆
劇
団
合
同
公
演
「
か
つ
ば
」
も
の
が
た

り
ｌ
大
阪
こ
ど
も
演
劇
ま
つ
り
Ｉ

４
日
（
日
）
①
、
時
②
１
時
半
西

宮
市
民
会
館
六
○
○
円

☆
劇
団
ア
カ
デ
ミ
ー
公
演
「
銀
の
仔
馬
」

恥
日
（
金
）
Ⅳ
日
（
土
）
①
哩
僻
②

３
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
一
一
・
五
○

患
懸

★
関
西
テ
レ
ビ
公
開
録
画
「
ザ
・
タ
カ
ラ

ヅ
カ
」

迦
日
（
水
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
整
理
券

そ
の
他
〉

☆
吉
本
大
爆
笑
寄
席

岨
日
（
日
）
①
ｎ
時
半
②
２
僻
半

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
一
八
・
○

円
Ａ
・
一
五
○
円
Ｂ
・
一
ｊ
Ｕ

Ｑ
円
。

★
東
西
落
語
名
人
選

調
日
（
金
）
６
時
泌
円
（
土
）
、
１

時
②
６
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

一
陪
席
（
二
○
○
Ｑ
円
）
二
陪
席
（
一

八
○
○
円
）
川
演
茨
柳
家
小
さ
ん
・
占

今
亭
志
ん
朝
・
笑
祇
亭
松
偲
・
椎
米
朝

・
桂
春
団
治
ほ
か
。

☆
安
川
加
寿
子
ピ
ア
ノ
公
開
レ
ッ
ス
ン

魂
日
（
水
）
１
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
九
○
○
円

ピ
ア
ノ
を
勉
強
中
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
出
場
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
シ
ス
テ
ム

の
公
開
レ
ッ
ス
ン

編
集
部
よ
り

６
月
号
の
「
よ
し
だ
た
く
ろ
う
」
リ
サ

イ
タ
ル
御
州
待
、
多
数
の
ご
応
謀
の
な

か
か
ら
厳
正
抽
選
の
う
え
当
選
脅
に
お

送
り
致
し
ま
し
た
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
な
お
判
リ
サ
イ
タ
ル
帳
況

で
し
た
。
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